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答　

工
事
の
発
注
状
況
を
見
据
え
な
が
ら

完
成
の
時
期
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
平
成
28
年
度
完
了
予
定
か
ら

一
、
二
年
程
度
は
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

○
審
査
結
果　

原
案
の
と
お
り
可
決

議
案
42   

足
利
市
基
本
構
想
の
議
決
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
案
の
内
容

　

平
成
23
年
の
地
方
自
治
法
改
正
に
伴
い

総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
係
る
議
決
は
要

し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
が
、
本
市
の
基
本
構

想
に
つ
い
て
は
従
前
ど
お
り
議
会
の
議
決

議
案
41  

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

○
議
案
の
内
容

　

道
整
備
交
付
金
事
業
市
道
鹿
島
山
下
通

り
道
路
改
良
工
事
の
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て
、
工
事
内
容
等
の
変
更
に
伴
い
、
契

約
金
額
を
１
千
848
万
9
千
600
円
増
額
す
る

こ
と
に
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

○
主
な
質
疑

問　

工
事
総
額
56
億
円
を
見
込
ん
で
い
る

が
、
財
源
内
訳
を
聞
き
た
い
。

答　

現
在
、
国
の
道
整
備
交
付
金
事
業
を

導
入
し
て
お
り
、
国
費
が
事
業
費
の
50
％

で
、
残
り
は
地
方
債
と
一
般
財
源
で
あ
る
。

問　

工
事
請
負
契
約
が
変
更
と
な
る
場
合
、

市
で
全
額
負
担
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。

答　

今
回
の
変
更
内
容
は
隣
接
工
事
と
の

調
整
に
よ
る
も
の
や
、
当
初
確
保
で
き
な

か
っ
た
埋
め
戻
し
土
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
や
む

を
得
な
い
事
情
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
の

負
担
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　

工
期
が
延
び
て
い
る
が
、
完
成
は
い

つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら

常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら

常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら

定
例
会
で
委
員
会
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ
い
て
、

各
常
任
委
員
会
の
審
査
状
況
を
報
告
し
ま
す

総
務
企
画
防
災
常
任
委
員
会

横
山
委
員
長
、金
子
副
委
員
長
、大
谷
、小
林（
貴
）、大
島
、荻
原
、黒
川
、中
山
各
委
員

問　

今
回
、
西
分
署
の
救
急
車
を
購
入
す

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
現
在
の
車
両
は
廃

車
す
る
の
か
。

答　

中
央
消
防
署
の
非
常
用
の
救
急
車
を

廃
車
し
、
現
在
の
西
分
署
の
車
両
を
中
央

消
防
署
の
非
常
用
と
す
る
。

○
審
査
結
果　

原
案
の
と
お
り
可
決

議
案
44 

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

○
議
案
の
内
容

　

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ
ス
テ
ム（
３

億
７
千
260
万
円
）
を
購
入
す
る
こ
と
に
つ

い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

○
主
な
質
疑

問　

ア
ナ
ロ
グ
無
線
か
ら
デ
ジ
タ
ル
無
線

に
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答　

秘
話
性
能
が
向
上
し
個
人
情
報
が
保

護
さ
れ
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
通
信
が
可
能

と
な
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
伝
達

で
き
る
と
と
も
に
、
通
話
も
格
段
に
ク
リ

ア
と
な
り
、
確
実
な
通
信
が
行
え
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

問　

今
後
の
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
は

市
内
の
企
業
で
も
対
応
で
き
る
の
か
。

答　

保
守
の
内
容
や
金
額
は
今
ま
で
の
ア

ナ
ロ
グ
方
式
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
保
守
内

容
や
方
法
等
に
つ
い
て
、
他
市
の
状
況
等

も
十
分
調
査
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
審
査
結
果　

原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
事
件
と
し
て
定
め
る
た
め
、
こ
れ
に

関
す
る
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

○
主
な
質
疑

問　

全
国
的
に
こ
の
よ
う
な
条
例
を
つ
く

る
方
向
性
な
の
か
。

答　

総
合
計
画
は
そ
れ
ぞ
れ
自
治
体
の
進

む
べ
き
方
向
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
議

会
の
議
決
を
経
る
形
で
進
め
て
い
る
自
治

体
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

○
審
査
結
果　

原
案
の
と
お
り
可
決

議
案
43 

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

○
議
案
の
内
容

　

災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車
１
台（
４

千
28
万
４
千
円
）を
購
入
す
る
こ
と
に
つ

い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

○
主
な
質
疑

問　

時
代
と
と
も
に
医
療
設
備
も
進
化
し

て
い
る
が
、
新
た
に
車
両
を
購
入
す
る
に

当
た
り
、
新
し
い
設
備
を
導
入
す
る
の
か
。

答　

救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
が
拡
大
し

た
こ
と
か
ら
、
今
回
は
低
血
糖
の
患
者
へ

の
処
置
に
使
え
る
資
機
材
を
積
載
し
て
い
る
。

▲市道鹿島山下通り道路改良工事の様子
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○
意
見

　

公
的
年
金
制
度
は
国
の
管
掌
事
務
で
あ

り
、
そ
の
運
用
に
つ
い
て
は
国
に
お
い
て

十
分
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
年
金
制
度
を

持
続
さ
せ
る
た
め
、
年
金
積
立
金
を
株
式

等
へ
分
散
投
資
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
不
採
択
と
す
べ
き
も

の
と
し
た
。

○
審
査
結
果　

　
　

賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択

※
委
員
会
開
会
前
に
、
足

利
市
議
会
基
本
条
例
第
17

項
の
規
定
に
よ
り
、
請
願

者
か
ら
の
意
見
聴
取
を
行

い
ま
し
た
。

参
考

足
利
市
議
会
基
本
条
例

（
意
見
の
聴
取
等
）

第
17
条　

議
会
は
、
請
願
又
は
陳
情
が
あ

っ
た
と
き
は
適
切
か
つ
誠
実
に
こ
れ
を
審

議
等
す
る
も
の
と
し
、
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
請
願
又
は
陳
情
を
行
っ
た

も
の
（
団
体
で
あ
る
場
合
は
そ
の
代
表

者
）
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
も
の
と
す
る
。

請
願
2
「
年
金
積
立
金
の
安
全
か
つ
確
実

な
運
用
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
に
関
す

る
請
願
に
つ
い
て

○
請
願
の
内
容

　

公
的
年
金
は
高
齢
者
世
帯
収
入
の
７
割

を
占
め
、
老
後
の
生
活
保
障
の
柱
と
な
っ

て
い
る
。

　

年
金
積
立
金
は
、
長
期
的
な
観
点
か
ら

安
全
か
つ
確
実
に
運
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
こ
れ
ま
で
安
全
資
産
と
さ
れ
て
き

た
国
内
債
券
を
中
心
に
運
用
し
て
き
た
が
、

リ
ス
ク
性
の
あ
る
株
式
等
の
比
率
を
高
め

る
運
用
方
法
へ
の
変
更
は
、
年
金
積
立
金

を
毀
損
し
か
ね
な
い
た
め
、
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
る
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
（
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独

立
行
政
法
人
）
に
お
い
て
、
保
険
料
拠
出

者
で
あ
る
労
使
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

が
参
画
し
、
確
実
に
意
思
反
映
で
き
る
ガ

バ
ナ
ン
ス
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
政
府
に
対
し
「
年

金
積
立
金
の
安
全
か
つ
確
実
な
運
用
を
求

め
る
意
見
書
」
を
提
出
さ
れ
た
い
。

○
請
願
者

連
合
栃
木
わ
た
ら
せ
地
域
協
議
会

　
　

議
長　

秋
田　

清

○
紹
介
議
員

　
　

吉
田　

晴
信 

議
員

民
生
環
境
水
道
常
任
委
員
会

大
須
賀
委
員
長
、斎
藤
副
委
員
長
、栗
原
、中
島
、小
林（
克
）、渡
辺
、尾
関
、平
塚
各
委
員

請願とは…請願とは…請願とは…請願とは…請願とは…
市政に関する事項について、市議会に要望や意見を文書で
出すことができる制度です。紹介議員のあるものを請願と言
います。

様式
請願は、議員の紹介を要す
るため、請願書には紹介議
員の署名または記名押印を
得るほか、趣旨、提出年月日、
請願者の住所及び氏名を記
載し押印してください。（請
願者が複数の場合は全員の
住所・氏名の記載と押印が
必要）また、請願者が法人の
場合は、名称及び代表者の
氏名を記載し、押印してくだ
さい。

請願の様式例［表紙］
○○○に関する請願書
請願者　住　所

　　　　氏　名　　（外　△△名）

　　　紹介議員　　　氏　名
　　　　　　　
　　　　　　足利市議会議長　様

請願の様式例［内容］
○○○に関する請願
　1.請願の趣旨
　2.請願の理由
　　平成　年　月　日
請願者　　住　所
　　　　　氏　名　　　　㊞
紹介議員　　氏　名　　　　㊞
　　　　　　足利市議会議長　様

表　

彰

　

こ
の
た
び
、
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
市

議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
功
労
に
よ
り
、
次
の
２
名
の
方
々
が

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
る
市
議
会
議
員
と
し
て
の
功

績
と
そ
の
御
労
苦
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
と

と
も
に
、
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

　

議
員
在
職
20
年
以
上

　
　
　
　
　
　
　

酉
田　

智
男　

議
員

　
　
　
　
　
　
　

中
山　

富
夫　

議
員

中山議員 酉田議員 黒川議長

６月定例会の最終日（６/26）、本会議場にて
表彰伝達式を行いました。


